
うち当該年度の森
林環境譲与税（千

円）

うち基金取崩
額（千円）

うち他の財源
（千円）

徳島県 海陽町
②意向調査、集積
計画作詞等

とくしま南部地
域森林管理シス
テム協議会負担
金

39,162 39,162 0 0

徳島県南部地域の１市４町で連携して森林経営管理制
度を進めて行くために設立した「とくしま南部地域森
林管理システム協議会」への負担金を拠出し、協議会
が主体となって、町内の森林所有者に対する意向調査
を行い、経営管理権集積計画作成に係る森林所有者へ
の同意取得を実施。

徳島県 海陽町
⑦その他（森林整
備）

とくしま南部地
域森林管理シス
テム協議会負担
金

16,705 16,705 0 0

意向調査の結果をもとに現地調査を実施し，木材生産

が困難な森林において，公益社団法人とくしま森林バ

ンクが実施する放置林環境整備事業の費用として，と

くしま南部地域森林管理システム協議会へ負担金を拠

出した。

徳島県 海陽町
⑥林道、林専道の
整備等

海陽町森林整備
事業　造林作業
道開設工事

6,437 6,437 0 0 森林施業に必要な造林作業道の開設工事を施工。

税導入の効果（総括）

【ワンフレーズ】
　税活用により、前年度までに意向調査を行った地区
においては、森林境界明確化（４８８．００ha）を行
うとともに、とくしま森林バンクにおいて放置林環境
整備事業（間伐：５３．７８ha）を実施することがで
きた。また、引き続き意向調査を行ったことで、今後
の森林管理に必要な意向などを把握するなど、円滑な
管理ステムを実施することができた。

【詳細】
　徳島南部地域森林管理システム協議会へ負担金を拠
出し、新たに６地区において意向調査を実施し、Ｒ５
年までと合わせて対象件数３２地区、３，４０４件、
２２，４４２haのうち１，５５１件の回答があった。

　森林境界明確化事業については、従来通りの進め方
による境界確認（１９６ha）のほか、今年度より新た
にリモートセンシングデータを活用した森林境界明確
化事業（２９２ha）を実施した。
　
　また、森林境界の明確化が完了した区域のなかで、
放置されたままの山林については、とくしま森林バン
クが放置林環境整備事業として、５３．６９haの間伐
を実施した。

　今後については。意向調査も町内全域において一通
りは完了したが、未回答や不着分のフォローアップを
行うとともに、回答のあった方には、今後の方針等に
ついて、協議会より個別回答を進めていく。
　
　林業事業体が森林経営計画に基づく事業（切捨・搬
出間伐、作業道開設・改良や新植・防護柵設置等）へ
の補助を行った。

　担い手育成事業については、雇用促進のために林業
事業体に対し、新規就労者を含む林業従事者の雇用補
助に加え、就労者が安全に施業できるように、安全対
策用具購入補助も実施した。

　木材利用促進では、林業事業体の雇用を促進するた
めに、新規就労者が町内に居住地を確保できるよう、
林業従事者専用住宅を新築した。また、鞆浦漁業協同
組合事務所に老朽化による建て替えに対する補助を
行った。
　
　事業費の不足分（２５，５０２千円）については、
森林・林業活性化基金より充当した。

　令和元年度からの基金積立残額　１８，０００千円
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令和５年度　森林環境譲与税の使途公表

　令和５年度　森林環境譲与税収入額　　　　８７，８２８　　千円　

都道府県名 市町村名 事業区分 事業名

事業総額（千円）

事業内容

徳島県 海陽町
⑨ 林業就業者の育

成

海陽町林業担い

手育成事業補助

金

4,787 4,787 0 0

海陽町の林業に携わる意欲ある新規就労者を雇用し，

育成する具体的な計画を持つ林業事業体に対して，雇

用者１人につき補助額１／２以内，月額上限１０万円

を補助。

徳島県 海陽町
⑯ その他（木材・

普及啓発関係）

海陽町仮設住宅

県産材活用モデ

ル新築工事

23,730 23,730 0 0

海陽町神野地区において、徳島県産材を活用した応急

仮設住宅用の部材を利用し、各林業事業体が新規就労

者の雇用を増加させることを目的に、徳島県産材を活

用した林業従事者専用住宅の新築。

徳島県 海陽町
⑦ その他（森林整

備）

海陽町森林整備

事業補助金
13,631 13,631 0 0

海陽町内で行われる森林整備事業（搬出・切捨間伐、

作業道新設・改良や新植・防護柵設置等）へ補助。

事業費のうち国県等の補助残の１/２等。

【ワンフレーズ】
　税活用により、前年度までに意向調査を行った地区
においては、森林境界明確化（４８８．００ha）を行
うとともに、とくしま森林バンクにおいて放置林環境
整備事業（間伐：５３．７８ha）を実施することがで
きた。また、引き続き意向調査を行ったことで、今後
の森林管理に必要な意向などを把握するなど、円滑な
管理ステムを実施することができた。

【詳細】
　徳島南部地域森林管理システム協議会へ負担金を拠
出し、新たに６地区において意向調査を実施し、Ｒ５
年までと合わせて対象件数３２地区、３，４０４件、
２２，４４２haのうち１，５５１件の回答があった。

　森林境界明確化事業については、従来通りの進め方
による境界確認（１９６ha）のほか、今年度より新た
にリモートセンシングデータを活用した森林境界明確
化事業（２９２ha）を実施した。
　
　また、森林境界の明確化が完了した区域のなかで、
放置されたままの山林については、とくしま森林バン
クが放置林環境整備事業として、５３．６９haの間伐
を実施した。

　今後については。意向調査も町内全域において一通
りは完了したが、未回答や不着分のフォローアップを
行うとともに、回答のあった方には、今後の方針等に
ついて、協議会より個別回答を進めていく。
　
　林業事業体が森林経営計画に基づく事業（切捨・搬
出間伐、作業道開設・改良や新植・防護柵設置等）へ
の補助を行った。

　担い手育成事業については、雇用促進のために林業
事業体に対し、新規就労者を含む林業従事者の雇用補
助に加え、就労者が安全に施業できるように、安全対
策用具購入補助も実施した。

　木材利用促進では、林業事業体の雇用を促進するた
めに、新規就労者が町内に居住地を確保できるよう、
林業従事者専用住宅を新築した。また、鞆浦漁業協同
組合事務所に老朽化による建て替えに対する補助を
行った。
　
　事業費の不足分（２５，５０２千円）については、
森林・林業活性化基金より充当した。

　令和元年度からの基金積立残額　１８，０００千円
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事業内容

徳島県 海陽町
⑨ 林業就業者の育

成

安全対策用具購

入事業補助金
255 255 0 0

事業体が雇用する就労者が安全に施業できるよう、事

業体に対しヘルメット等安全対策用具の購入に１／２

の補助。

徳島県 海陽町
⑨ 林業就業者の育

成

森林･林業グリー

ン成長推進事業

補助金

170 170 0 0
森林施業に必要な測量機器等を購入する事業体に対

し、事業費の1/2を補助。

徳島県 海陽町
⑯ その他（木材・

普及啓発関係）

鞆浦漁協事務所

新築事業補助金
8,453 8,453 0 0

鞆浦漁業協同組合の事務所の新築に対し、木材活用部

分に対し事業費の1/2を補助。

【ワンフレーズ】
　税活用により、前年度までに意向調査を行った地区
においては、森林境界明確化（４８８．００ha）を行
うとともに、とくしま森林バンクにおいて放置林環境
整備事業（間伐：５３．７８ha）を実施することがで
きた。また、引き続き意向調査を行ったことで、今後
の森林管理に必要な意向などを把握するなど、円滑な
管理ステムを実施することができた。

【詳細】
　徳島南部地域森林管理システム協議会へ負担金を拠
出し、新たに６地区において意向調査を実施し、Ｒ５
年までと合わせて対象件数３２地区、３，４０４件、
２２，４４２haのうち１，５５１件の回答があった。

　森林境界明確化事業については、従来通りの進め方
による境界確認（１９６ha）のほか、今年度より新た
にリモートセンシングデータを活用した森林境界明確
化事業（２９２ha）を実施した。
　
　また、森林境界の明確化が完了した区域のなかで、
放置されたままの山林については、とくしま森林バン
クが放置林環境整備事業として、５３．６９haの間伐
を実施した。

　今後については。意向調査も町内全域において一通
りは完了したが、未回答や不着分のフォローアップを
行うとともに、回答のあった方には、今後の方針等に
ついて、協議会より個別回答を進めていく。
　
　林業事業体が森林経営計画に基づく事業（切捨・搬
出間伐、作業道開設・改良や新植・防護柵設置等）へ
の補助を行った。

　担い手育成事業については、雇用促進のために林業
事業体に対し、新規就労者を含む林業従事者の雇用補
助に加え、就労者が安全に施業できるように、安全対
策用具購入補助も実施した。

　木材利用促進では、林業事業体の雇用を促進するた
めに、新規就労者が町内に居住地を確保できるよう、
林業従事者専用住宅を新築した。また、鞆浦漁業協同
組合事務所に老朽化による建て替えに対する補助を
行った。
　
　事業費の不足分（２５，５０２千円）については、
森林・林業活性化基金より充当した。

　令和元年度からの基金積立残額　１８，０００千円


